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カキの摘蕾・摘果は､ 大玉高糖度果実生産
のための必須作業です｡ 着果数は､ 摘蕾で目
標数の２倍程度残し､ 摘果で最終調整するの
が一般的です｡ しかし､ 摘蕾の不徹底､ 仕上
げ摘果の遅れや摘果不足による着果過多から､
果実肥大不良や糖度不足になっている園が多
くみられます｡ 近年､ Ｍ級以下の出荷停止や
糖度検査が行われるようになり､ そのような
園では収益が減少することから､ 作業能率向
上を目的とした摘蕾・摘果方法の改善につい
て検討しました｡
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�摘蕾時に母枝
10㎝当たり１蕾に制限し､ 摘果は見直し程度
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�結果枝長20㎝
以上２蕾､ 10～20㎝１蕾､ 10㎝未満０蕾に摘
蕾し､ 摘果時に葉果比15程度に制限
�
�������摘蕾は②と同じで､ 摘果
は見直し程度 (着果過多条件)
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�新梢長20㎝以
上３蕾､ 10～20㎝２蕾､ 10㎝未満１蕾に摘蕾
し､ 摘果時に葉果比15程度に制限
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摘蕾時に目標着果数近くまで制限する強摘

蕾は､ 摘蕾後の生理落果により目標着果数が
確保できない年があり､ 収量がやや劣ったも
のの､ 果実肥大､ 糖度は最も優れました｡ 従
来法の普通摘蕾強摘果は､ 総合的に優れまし
た｡ これに対し､ 仕上げ摘果不足の普通摘蕾
弱摘果は果実肥大及び糖度が､ 摘蕾不足の弱
摘蕾は果実肥大が劣りました (表１)｡

������������� !
強摘蕾は､ １分当たりの摘蕾･摘果数が約1
8果､ 10ａ当たり作業時間が約48時間で最も
効率が優れました｡ 普通摘蕾強摘果は､ 摘蕾･
摘果数及び作業時間がそれぞれ15果､ 57時間
で強摘蕾より明らかに劣りました｡ 弱摘蕾は
作業効率が最も劣りました(図１)｡

以上のように､ 従来通りの方法は収量､ 品
質ともに安定しており､ 労力に余裕のある場
合は最適な方法であると思われました｡ 一方､
強摘蕾法は収量の変動があるものの､ 果実品
質及び作業性に優れることから､ 労力に余裕
がなく､ 摘果が遅れがちな園に適した方法で
あると思われました｡
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処理区
収量
(t/10a)

１果重
(g)

糖度
(％)

秀品率
(％)

強摘蕾弱摘果 2.45 215 17.9 66.5
普通摘蕾強摘果 2.93 214 17.2 70.9
普通摘蕾弱摘果 3.14 198 16.7 67.4
弱摘蕾強摘果 2.60 196 17.3 69.2
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